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誰もが個性的であるわけがない
誰もがオンリーワンではない

―― 玄田先生は「ニート」をどのように

捉えていらっしゃいますか。また、なぜ彼

らが増えているとお考えですか。

玄田 現在、若年者の失業やフリーター

が、とかく社会問題視されています。ニー

トというのは、失業者にもフリーターにも

なれない人のことで、最近とても増えてい

ます。なぜ増えてきたかという明確な理

由は、私にもよく分かりません。もちろん、

不況の影響は大きいでしょう。就職活動

に備え、資格を取ったり英語の勉強をし

たりして自分なりに努力をしても、なぜ落

ちたのかという理由が分からないまま就

職試験で落ちてしまう。それを繰り返す

うちに、自分は社会から「必要ではない」

と言われているような気がして職探しを

あきらめ、失業者にすらなれなくなってし

まう。失業者は職を探しても仕事がない

者のことで、職探しにまで至らないニート

とは違いがありますが、苦しくなってくると

いるものではありません。むしろ、そのよう

な個性や専門性を持たない人の方が多

いのかもしれない。そのときに、そのよう

な人を怠慢だと決め付けたり、切り捨て

たりしてもよいのか。個として輝こうとしな

いのは、本当にいけないことなのか。そん

なことは決してないはずです。

そんな「誰もが個性的であれ」、「誰も

がオンリーワンであれ」という社会のプレッ

シャーの中で息が詰まり、苦しくなってし

まう人が出てくるのは、ある意味で当然

のことです。

例えば、中には人付き合いが苦手な人

もいるのに、「人付き合いは上手くやらな

くてはいけない」という社会からのプレッ

シャーが非常に強い。そこで苦しくなっ

て立ち止まる人が出てきても、それはそ

の人の無気力や怠慢の問題ではない、

ということです。そこで立ち止まってしま

う人がニートであり、それを否定したり、

何かのレッテルを貼ったりしてしまうことは

望ましくないだろうと思うのです。

―― 「働く意欲のない若者」とか「若
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失業状態を続けるのも大変なのでニート

になっていく。そのような状況はあるで

しょう。

―― ニートが増えた時代的背景につ

いてはいかがお考えですか。

玄田 現代は「自分らしく生きろ」とか

「個性的であれ」とか「ナンバーワンでは

なくてオンリーワンになれ」など、個人が

個として確立することが社会から求めら

れるようになってきています。それは学校

であっても家庭においても、また就職とい

う局面であっても然りです。

以前、日本人は「画一的だ、金太郎飴

だ」と揶揄され、個性をつぶす教育、個

性をつぶす社会だと言われていました。

それではいけないと、今度は「個」だ「自

立」だ「専門性」だとなったわけです。そ

れ自体は方向性としては決して間違っ

てはいませんし、非難されるべきものでも

ありません。その中で、自分らしさを見付

けようと雄々しい振る舞いをして自己実

現をできる人はハッピーですが、実はみん

ながみんな、そんな特別な個性を持って

ニートを通して浮き彫りにされる
自信なき大人社会の実像
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学校にも職場にも属さず、職業訓練も受けていない若者たち「ニート（NEET, Not in Education, Employment or Training）」が
増えている。彼らをどのように受け止めればいいのか。話題となった書籍『ニート：フリーターでもなく失業者でもなく』の著者である

東京大学社会科学研究所助教授・玄田有史氏にうかがった。
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者の就労意欲の欠如」というような表現

を、一部マスコミなどではよく使っていま

す。しかし実際はそうではない、と玄田先

生は著書でも書かれています。

玄田 彼らは決して働く意欲が弱いの

ではありません。むしろ意欲があり過ぎる

ため、働く意義などを考え過ぎて、働くこ

とに希望を持てなくなってしまっているの

です。それ以前に、私は人の意欲が高

い、低いと決め付けることに対して嫌悪

感があります。何でも意欲の問題として

片付けてしまえば楽ですから、そのように

括りたくなりますが、そんな問題ではない

のです。社会の変化やプレッシャーの中

で、誰もが上手く振る舞えるわけではな

いし、それは本人の意欲や怠慢が原因

でもない。しかもそれは現在、正社員と

して働いているような人であっても、いつ

起こるか分からない問題です。誰だって

ニートと紙一重だし、ニートになるのに特

別なきっかけがあるわけでもない。ひょん

なことから誰もがニートになったりするの

です。「個性」を求めるのはよいのですが、

残念ながら現在、それは個人の「個」で

はなく、孤立の「孤」になってしまってい

る、と思うのです。

人生はまんざらでもないと
親は子にしっかりと語れ

―― ニートに対して、どのようなことが

必要とされているのでしょうか。

玄田 まず一つは、ニートの問題をどこ

まで一人ひとりが自分の問題として受け

止めることができるか、ということです。そ

してもう一つは、いい意味での大人から

の「おせっかい」です。「おせっかい」とい

うのはネガティブな言葉ですが、いい意味

での「おせっかい」というのもあると思うの

です。われわれが成長していったり、何か

を成し遂げたりするときに、自分自身の

努力だけでそれをできることは極めて稀

で、どこか外部からの働きかけによって気

が付いたり、勇気付けられたりすることが

ほとんどです。ひょっとしたら、ニートという

のはそういった外部との接触がうまくでき

ないまま青年期を迎えた人たちなのかも

しれません。だから彼らは、そんな大人の

ちょっとしたおせっかいで、立ち直りのきっ

かけをつかめるかもしれないのです。

―― どのようなことをすれば、ニートに

とっていい意味での「おせっかい」にな

るのでしょうか。

玄田 人によって立場や状況が違うの

で、具体的にどうということは言えないの

ですが、一番根本的なことは、大人が自

分の人生に対するプライドを持つというこ

とではないでしょうか。これはニートに限っ

たことではないのですが、若者たちは、大

人の本音を聞きたがっているのです。と

ころが、それを語ることのできない大人が

圧倒的に多い。自分が経験してきたこと、

働いてきたことに対するささやかな誇りを

大人がきちんと語れなければ、子どもは

「働くってまんざらでもないな」とは思えな

いでしょう。

親でも先生でもそうですが、「生きてい

くのはつまらない」、「仕事するのはつまら

ない」、「希望もない」と思っていれば、子
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どもも「つまらない」と

思うに決まっていま

す。「人生はしんどい、

子どもの世話も面倒

くさい、でも人生は悪

くない」とどこかで思えなければ、子ども

は希望を持てないのです。ニートの問題

は、大人が自分の人生にプライドを持って

いるかどうかという疑問を、逆に投げかけ

ているのです。

―― そう考えると、今後ニートはますま

す増加しそうに思いますが。

玄田 本当に必要なのは、職業につい

ての情報や知識ではありません。実際に

人と交わり、楽しみ、緊張し、そして「自分

でも何とかなるんだ」と思える実体験を持

つことです。それから、インターンシップを

高校や大学で初めて体験するようでは

遅すぎます。もっと早い時期に、そういっ

た体験ができなければだめなのです。

地域の大人と子どもが緩やかにつながる
そのために「14歳の挑戦」を広めたい

―― その具体案が、玄田先生が提唱

されている「14歳の挑戦」であるわけで

すね。

玄田 そうです。大人と子どものちょうど

中間、最も多感な中学2年生に仕事を体

験させるというものです。11月第2週の月

曜から金曜の5日間、全国130万人の中

学2年生すべてが、地域の職場で就業体

験をする。彼らは、地域の大人と一緒に行

動しながら、働くこととはどういうことかを自

分のこととして感じることができるのです。

―― この「14歳の挑戦」を考えられた

ちの将来に責任を感じて受け入れてく

れればよいのです。「やってやる」という

大人の熱意に期待したいと思います。逆

にそのような心ある会社が5％すらない

のだとすれば、日本の社会に未来などな

いと言えるでしょう。地域の中で、親と先

生以外の大人と緩やかにつながることが

できる、そのような機会づくりの「おせっか

い」が、この「14歳の挑戦」なのです。

ニートはすぐには解決しない問題
学校教育も地域の協力を仰ぐべき

―― ニート支援の現状について、先生

はどのようにご覧になりますか。

玄田 いくつかのNPOがニートと共に

生活して、1カ月かかるのか1年なのか分

からないままに頑張っています。NPOは

概して運営のための資金繰りが困難で

すから、場合によってはNPOの方たちは

自分でローンを組んで、仮称「ニートハウ

ス」をつくり、そこで生活しているのです。

ニートの問題は、同じ年代の若者がこう

して一緒に自分の問題として関われな

ければ解決できないと思います。それを

大人がどれだけ支えてあげられるか。そ

こが大切なのです。

NPOだけではありません。学校の果た

す役割も重要です。学校の先生を批判

するのは結構ですが、批判したらそれと

同じくらい応援してほしい。また、先生より

も偏差値の高い学校を出ている親がたく

さんおり、彼らが露骨に先生を馬鹿にす

る。それは絶対に止めていただきたい。も

し子どもの前でそれをやると、子どもが先

生を馬鹿にするようになってしまいます。

談論風発
message from pioneer

きっかけは。

玄田 実際に中学生に5日以上の職場

体験をさせているところがあるのかを調

べてみたところ、それを実行している県

がありました。兵庫県と富山県でした。

兵庫県では2002年度、すべての公立

中学校360校で約5万人の中学2年生に

職場体験をさせることで、学校から「地

域に返す」運動が行われています。「な

ぜ兵庫県で」と思うでしょうが、その発端

は、神戸市連続児童殺傷事件、いわゆ

る「酒鬼薔薇事件」で大人が特別な危

機感を抱いたことを契機とするものでし

た。富山県では、そうした衝撃的なきっか

けはありませんが、非常に教育に熱心な

県で、高校進学率が全国で一番高いこ

とが特徴です。

この二つの県での実績を見ますと、中

学生はその5日間で実に多くのことを学

んでいます。体験後は、不登校生徒の登

校率が上昇することが、効果としてはっ

きりと現れています。

―― 「11月」と時期を設定されている

のには、何か意味があるのでしょうか。

玄田 学校関係者の間では、中学2年

生について「11月危機」という言葉があ

るそうです。10月までに運動会や学園祭

などが終わり、12月から期末試験、そし

て受験モードに一気に突入していく。そ

の狭間の11月はいろいろな事件が起こ

りやすい時期だというのです。

―― 実現のためには、どのようなことが

必要でしょうか。

玄田 これを実現するには、彼らを受け

入れる事業所の協力が不可欠です。現

存する事業所のわずか5％が、子どもた
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一方で、学校の先生方は社会と向き

合った経験が少ないので、社会が怖い

のです。これからニートを支えていくため

には地域の力が不可欠ですから、地域

の大人たちも批判するだけではなく、先

生に協力していく姿勢が必要でしょう。

先生も、問題を学校や自分の中だけに

抱え込まないで、地域に協力を仰げばよ

いのです。地域には教育力のある人た

ちがたくさんいますから、そのような人た

ちの手を借りればよいですし、先生から

も「助けてほしい」ときちんとお願いすれ

ばよいのです。最初はいろいろと大変か

もしれませんが、長い目で見れば先生も

楽になれます。

―― 国の支援策についてはどのように

お考えですか。

玄田 行政も若者の自立支援ということ

でいろいろな取り組みをされていますし、

これから動き出す試みもあります。それ

は私も応援はしますが、勘違いしてはい

けないのは、だからといってニートの問題

はすぐに解決には向かわないということ

です。ある程度の開き直りと、しかしあき

らめないという粘り強さが必要です。

例えば、これから世の中の景気が回

復して、雇用環境が改善されてくれば、

ニートの数は減るかも知れません。しか

し、ゼロになることはない。それよりも、そ

んな世の中でニートを続けていれば、今

以上に苦しい立場に立たされます。「就

職できるのに怠けている」と見られてしま

いますから。

―― ニートの問題は、とかく労働力不

足とか、将来の年金制度の維持のため

に解決が必要と言われがちです。

玄田 確かにニートが増えれば労働力

は減るし、社会福祉財政の悪化にもつな

がるでしょう。もっと極端に言えば、ニート

が増えれば生活保護受給者が増えま

す。本人は働かない、親は十分な財産を

残せないということになれば、50歳になっ

て急に働けと言っても無理ですから、必

ず生活保護を受けなければならなくな

る。生活保護を受けるというのに開き直

るのは間違っていますが、それでも生活

保護を受けざるを得ない人がいるという

ことも認めなければならない。

ただ、私はそんなことのためにニートの

問題を解決しなければいけないと言ったこ

とは一度もありません。私が主張している

のは、ニートは現状の自分でいいとは思っ

ていないし、働きたいとも思っているのに、

自分の力だけではそれができない。だか

ら大人の「おせっかい」や他人からの適

度な動機付けが必要だということです。

「わけの分からないもの」に対する
タフネスさが足りない世の中

―― いわゆる「個性重視」の教育は、

今後どのように方向修正すればいいの

でしょうか。

玄田 これは制度の問題ではなくて、

もっと個人的な資質の問題です。簡単

に言えば、よい先生を増やすしかありま

せん。

教育というのは、最近はとかく分かりや

すさが求められますが、それは違います。

もっと「わけの分からないもの」としてや

らなければならない。勉強はわけが分か

らないからこそやる意味がある。すべて

分かってしまう子どもは勉強しなくてもよ

いのです。そのようなことを理解した先生

が、一所懸命に教えなければいけない。

わけの分からないものの代表が勉強で

あり、恋愛であり、古典に触れることです。

また、音楽や絵画などに触れることも大

事なのです。

―― 巷には、いわゆるマニュアル本の

類が溢れています。

玄田 いかに社会が自信を失っている

かということの証しでしょう。今社会に本

当に必要なのは、分からないことに直面

したときに、それを乗り越えていけるタフ

ネスさなのかもしれません。人を育てると

いうことは、極論すれば騙すことです。そ

れで教わる方は「おかしいなあ」と思い、

自分で考えて成長していく。そこが大切

なのです。

ニートの研究者がニートをいくら切り刻

んで分析しても、うまくいかないと思いま

す。分析しても後には何も残らない。そ

れより、分からないものを分からないものと

して受け止めることが社会の成熟には重

要です。ただ唯一分かることは、誰でも

ニートになる可能性があるということです。

東京大学社会科学研究所助教授

玄田有史（げんだゆうじ）

1964年島根県生まれ。1988年東京大学経済学部卒業。

1992年同大学院経済学研究科退学後、ハーバード大学、オッ

クスフォード大学各客員研究員、学習院大学教授などを経て、

2002年東京大学社会科学研究所助教授（現職）。専攻は労働

経済学、マクロ経済学。著書に『ニート：フリーターでもなく失業

者でもなく』（共著／幻冬舎・2004）、『ジョブ・クリエイション』

（日本経済新聞社・2004）、『仕事のなかの曖昧な不安：揺れる

若年の現在』（中央公論新社・2001）などがある。

読者の皆様のご意見・ご感想をお寄せください。

h-bunka@lec-jp.com


